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物　理　Ⅰ

Ⅰ．全体講評

今年度のセンター試験は，大問の数が昨年度に引
き続き，4題であった。今回のセンター試験本番レ
ベル模試と同様に大問数は 4題で，第 1問が「小問
集合」，第 2問が「生活と電気」，第 3問が「波動」，
第 4問が「運動とエネルギー」という構成である。
設問数（マーク数）は，昨年度の 24 問から 26 問と
なった。大問ごとの設問数・配点は，第 1問が設問
数 8問で 30 点，第 2問が設問数 5問で 20 点，第 3
問が設問数 6問で 20 点，第 4問が設問数 7問で 30
点となっており，第 1問と第 4問の配点が高い。た
だ，全体を通して見ると各分野まんべんなく出題さ
れており，苦手分野を作ると高得点は望めない構成
になっている。
出題形式の特色としては，数式や数値を答える問

題が 26 問中 14 問と全体の約 5割であった。これは，
24 問中 15 問だった昨年度に比べるとわずかだが割
合は低くなっている。また，語句・文章および図を
選ぶ問題は 26 問中 12 問と全体の約 4割を占めてお
り（昨年度は 24 問中 9問），特に図やグラフを選ぶ
問題は昨年度よりやや増えて 7問（昨年度は 5問）
であった。教科書の記述にある用語の意味を理解し，
実験や探究活動を通して物理現象を正しく表現（レ
ポート）できるかを問う問題が多く出題されている。
現行課程での入試 3年目ということで，計算問題だ
けでなく物理現象を正しく理解しているかどうかを
重視する傾向が定着したといえよう。基本を身につ
けて思考力を養成することが肝要であり，公式の当
てはめに頼ると苦戦する。
今回のセンター試験本番レベル模試では，現行課

程になってからのセンター試験に合わせて大問数を
4題とし，出題分野も完全準拠で出題した。第 2回
センター試験本番レベル模試の全体平均点は 39.2
点となっている。第 1問全体（問 1～ 6）では正答
率は 26.2％で正答率がかなり低かった。第 2問は，
A（問 1・2）が陰極線に関する出題で正答率は
40.9％，B（問 3 ～ 5）が発電機に関する出題で正
答率 33.2％と，Bの正答率が低かった。生活と電気
の分野では，誘導電流の向きや時間変化などの定性
的な理解が求められるので，教科書等で内容を確認

しながら演習を積んでいくこと。第 3問では，Aの
光の屈折と像の浮き上がり（問 1・2）が正答率
39.5％，B（問 3～ 5）の水面波の干渉は 29.3％で，
Bの正答率が低かった。光の屈折，水面波の干渉と
もに波動分野の重要事項である。まず，教科書の内
容を確実に理解すること。最後の第 4問は，運動と
エネルギー分野の計算を中心とした問題である。A
の電車の運動（問 1～ 3）が正答率 79.2％，Bの力
学的エネルギーと仕事（問 4～ 7）が正答率 40.5％
であった。現行課程になってからのセンター試験で
は，第 4問の運動とエネルギーの分野は計算問題が
多く，今年度のセンター試験では配点が 30 点と全
体の 3割を占めていた。第 4問では運動とエネル
ギー全般から出題されている。教科書などを用いて
知識を整理したうえで，計算問題を数多くこなすこ
と。
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